
編集後記

今年もご講演者をはじめ多くの方々の御協力を得て報告集

を出すことができました。厚く御礼申し上げます。

本誌は 11月 12日から 14日迄、日本大学の枝松孝先生の御

世話により開催 $\dot{S}$ れた 1987年表現論シンポジウム (長野県軽

井沢、 日本大学研修所) の講演記録です。

この研究集会は科学研究費 (安藤 毅代表 (北海道大) 熊

原啓作分担責任者 (鳥取大) $)$ によるものです。

この春に京都大学を退官されました吉沢尚明先生に長年の

研究生活を振り返られご執筆をいただけました。京都大学の

平井武先生には企画の段階から相談に乗っていただきました、

また写真その他の事で辰馬伸彦先生をはじめ京都大学の方々

に多大なお力添えをいただきました。

発行に関しては職業訓練大学校長淺枝敏夫先生の御配慮を

いただき、同大数学教室が責任を負いました。

佐野 記

ユニタリ表現論セミナ－報告集 VII, 1987
pp.157-157


